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研究成果の概要（和文）：大学運動部および一般大学生を対象にリピドミクス測定および褐色脂肪組織の測定を
行った。興味深いことに、褐色脂肪組織活性の高い大学運動部の学生は寒冷曝露後の血中オキシリピンレベルが
高値であった。次に、マウスを対象に、運動後および寒冷曝露後に、褐色脂肪組織のリピドミクスおよび遺伝子
発現解析を行った。その結果について、3つの国際学会で発表を行った。
褐色脂肪組織に関するReview論文をExperimental Gerontologyに受理された (発行中)

研究成果の概要（英文）：We performed a lipidomics test and measured brown adipose tissue activity in
 college athletic non-athletic students. Interestingly, college athletes with high brown adipose 
tissue activity had elevated blood oxylipin levels after cold exposure. Next, we performed 
lipidomics and gene expression analysis of brown adipose tissue in mice after exercise and cold 
exposure.  The results were presented at three international conferences.

Other things, A review paper on brown adipose tissue was accepted by Experimental Gerontology 
(published)

研究分野： 運動生理学

キーワード： 褐色脂肪組織　運動　オキシリピン　寒冷曝露

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
運動をすることによる褐色脂肪組織への変化について検討を行った。
運動による健康増進効果への知見を深めることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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大学運動部および一般大学生を対象にリピドミクス測定および褐色脂肪組織の測定を行った。 
興味深いことに、褐色脂肪組織活性の高い大学運動部の学生は寒冷曝露後の血中オキシリピンレベルが高値であった。 
次に、マウスを対象に、運動後および寒冷曝露後に、褐色脂肪組織のリピドミクスおよび遺伝子発現解析を行った。その結果について、3つの国際学会で発表を
行った。 
 
褐色脂肪組織に関するReview論文をExperimental Gerontologyに受理された (発行中)
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